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地域高齢者における転倒調査の方法論的検討
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目的　地域高齢者について転倒に関する調査を行う場合，その方法は思い出し法を用いることが

多い。しかし，思い出し法で得られたデータの信頼性については十分に検討されているとは

言い難い。本調査の目的は高齢者の転倒調査を行う際に，どの程度の間隔で思い出し期間の

設定を行えば妥当なデータが得られるのか，を明らかにすることである。

方法　われわれは愛媛県重信町で高齢者の実態調査として「高齢者総合健康調査」を実施し，高

齢者の転倒の頻度や関連する要因について報告してきた。その中で転倒に関する項目とし

て，「性」，「年齢」，「1km連続歩行」，「過去1年間の入院経験」が転倒と関連する項目とし

て挙げられた。本調査ではこれらの項目に加え，「過去1年間の転倒の既往」についてもマ

ッチさせた3集団にそれぞれ，①1か月毎（116人，以下①群），②3か月毎（116人，以下

②群），③1年後（118人，以下③群），の頻度で転倒の発生を調査した。なおこれらの①～

③群計350人は，われわれが重信町で実施した高齢者体力測定の参加者である。転倒発生の

有無は往復はがきにより郵送法を用いて調査し，返送がない者には直接電話で質問し回答を

得た。

成績　死亡・転居・入院・回答拒否等の理由で，すべての調査機会において1回でも回答が得ら

れなかった者は本分析から除外した。集計対象としたのは①群が87.1％（101/116），②群が

89.7％（104/116），③群が96.6％（114/118）である。①～③群を設定する際マッチングに用

いた項目については，これらの集計対象の各群間においても統計的に有意な偏りはみられな

かった。1年間の追跡後の転倒発生率は，①群が男性20.5％，女性26.3％，②群が男性

15.9%，女性18.3％，③群が男性6.4％，女性20.9％であり，男性において①群と③群を比較

すると①群の方が③群よりも転倒発生率が大きい傾向があった（P＝0.09，χ2-test，Yates補

正）。

結論　①～③群間には転倒と関連する項目に有意な差はなく，ほぼ同様な背景を持つ集団と考え

られる。男性の①群と③群の間に転倒発生率の差が認められたことから，男性の高齢者で

は，過去1年についての転倒発生を質問するのでは不十分である可能性がある。女性では過

去1年間で十分妥当な結果が得られることが分かった。

Key words : 転倒，調査方法，高齢者，地域




















	47_05_0430.pdf
	page1




